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日本港湾経済学会会長 北 見 俊 良日

ベルリンの壁が崩れはじめてから一年にもならないうちに「統一ドイツ」

が誕生しました。 1961年の夏の夜半lζ，私は独りでプランデンフノレグ門の下

lζたたずんで，東西ベルリンの夜景を暗い憶いで見くらべておりました。そ

れはあとで考えると，壁が出来る直前の事でした。それだけに壁がなくなっ

た乙とは，いろいろの意味で心からうれしく思います。

壁があった29年は．ほぼ日本港湾経済学会の歩みと同じで，今年は第29回

の全国大会を川崎港で迎える乙とになります。日本の様々な学会も．一方で

は専門分野の学的深化を図ると共lζ，他方ではできる範囲で壁を取り去る乙

とも必要かと思います。日本港湾経済学会は社会科学系列の学会として誕生

しましたが，社会科学の面からの研究をより深めると共に．人文化学や自然

化学との交流をもふくめた「学際性」 (interdisciplinary）を求める乙と

も必要かと思います。

本年度の全国大会は，初めて川崎港で開催させて頂く乙とになり， 川崎市

港湾局をはじめ関係各位に一方ならぬ御世話を頂いた乙とを心から感謝し，

厚くお礼を申し上げねばなりません。また大会の共通論題も「ウォーターフ

ロン卜開発と港Jという「学際性」を示す内容でもあります。

乙の年報は．その共通論題と自由論題をふくめて.No.29として公刊される

乙とを喜び，執筆 ・編集 ・印刷等の方々に感謝すると共に，せまい壁にとら

われない自由な学会と充実した年報としてより良き発展を遂げるよう祈る乙

と切なるものがあります。

( 1990年 ・秋）
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